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第1節 世界、日本の状況

第2節 札幌市の状況

2015年にフランス・パリで開催された国連気候変動枠組条例第21

回締約国会議（COP21）で「パリ協定」が採択され、2016年11月４日

に発効しました。

この「パリ協定」は、気候変動枠組条約に加盟する196か国すべて

の国が参加する2020年以降の気候変動対策の新たな枠組みであ

り、世界の平均気温上昇を産業革命前と比較して２℃未満（1. 5℃以

内に抑える努力を追及）に抑え、今世紀後半に世界全体の温室効

果ガス排出量を生態系が吸収できる範囲に収めるという長期目標が

掲げられました。

また、生物多様性の喪失や爆発的な人口増加に伴う水や食料、

エネルギーやレアメタルなどの資源枯渇問題、さらには地球温暖化

に伴う気候変動への対応など、地球規模での課題を解決し、持続可

能な社会の形成に世界全体で取り組むため、2015年の９月にニュー

ヨークで開催された「国連持続可能な開発サミット」において、「我々

の世界は変革する：持続可能な開発のための2030アジェンダ」が採

択されました。

このアジェンダでは、人間、地球及び繁栄のための行動計画とし

て、17のゴールと169のターゲットからなる「持続可能な開発目標

（SDGs）」が定められました。

国連に加盟するすべての国は、このアジェンダをもとに、2015年か

ら2030年までに、貧困や飢餓、エネルギー、気候変動、平和的社会

など、持続可能な開発のための諸目標を達成すべく力を尽くすことと

しています。

日本においても、内閣総理大臣を本部長とする「持続可能な開発

目標（SDGs）推進本部」を設置し、政府や地方自治体、企業等の役

割を示す「持続可能な開発目標（SDGs）実施指針」や「SDGsアクショ

ンプラン2018」を定めるほか、環境省においても、環境に関連してい

る項目について国内外における施策を積極的に展開することとして

います。

2018年４月17日に策定された「第５次環境基本計画」では、新たな

文明社会を目指し、大きく考え方を転換（パラダイムシフト）していくこ

とが必要であると考え、このSDGsの考え方も活用し、環境・経済・社

会の統合的向上を具体化するなどの計画の基本的方向性を示して

おり、パートナーシップを重視した分野横断的な６つの「重点戦略」

（経済、国土、地域、暮らし、技術、国際）を設定し、環境施策を展開

することとしています。

また、地域の活力を最大限に発揮する「地域循環共生圏」の考え

方を新たに提唱し、各地域が自立・分散型の社会を形成しつつ、地

域の特性に応じて資源を補完し支え合う取組を推進していくこととし

ています。

【プラスチック資源循環戦略】トピックス

令和元年5月31日、政府は３Ｒ＋Renewable（再生可能資源への代

替）を基本原則とし、プラスチックごみを削減し資源循環を総合的に

推進するための「プラスチック資源循環戦略」を策定しました。

この戦略はリデュース、リユース・リサイクル、再生利用・バイオマスプ

ラスチックについて、野心的なマイルストーン（目標）を示し、その達成

を目指すことで、必要な投資やイノベーションの促進を図ることとして

います。

➢リデュースのマイルストーン

2030年までにワンウェイのプラスチック（容器包装等）を累積25％

排出抑制するよう目指す。

【パリ協定長期成長戦略】トピックス

政府は、パリ協定に基づく温室効果ガスの低排出型の発展のた

めの長期的な戦略として、「パリ協定に基づく成長戦略としての長期

戦略」を、令和元年６月11日に閣議決定しました。

この戦略では、最終到達点としての「脱炭素社会※」を掲げ、今世

紀後半のできるだけ早期に実現することを目指すとともに、2050年ま

でに80％の温室効果ガスの削減に大胆に取り組むこととしています。

（※温室効果ガス排出量実質ゼロを掲げるのはG7で初）

この目標の達成に向けては、ビジネス主導の非連続なイノベーショ

ンを通じた「環境と成長の好循環」の実現、将来に希望の持てる明る

い社会に向けた行動を起こすこと等が重要としています。

【G20大阪サミット】トピックス

　令和元年6月28日及び29日、日本が初めて議長国を務めたG20

大阪サミットは、G20メンバー国に加えて、8つの招待国、9つの国際

機関の代表が参加し、国内で開催した史上最大規模の首脳会議と

なりました。

「気候変動・環境・エネルギー」分野では、2050年までに海洋プラ

スチックごみによる新たな汚染をゼロとすることを目指す「大阪ブ

ルー・オーシャン・ビジョン」がG20首脳間で合意されるとともに、環境

問題・気候変動問題・海洋問題の重要性について認識が共有され

ました。

札幌市は、明治２年（1869年）の開拓使設置からわずか140年間

に、北海道開拓の拠点として都市化が進み、現在では、全道の２%に

も満たない面積に全道人口の３割以上が暮らす全国でも有数の大

都市（北日本最大）となっていますが、人口密度は政令指定都市の

中では比較的低く、豊かな自然と都市が共存しているまちです。
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南西部は、昭和47年（1972年） 札幌冬季オリンピックの会場となっ

た手稲山、天然記念物の藻岩原始林をもつ藻岩山、同じく天然記

念物の円山原始林をもつ円山など、緑豊かな山地が広がっており、

市域の過半を形成しています。

東南部では、その南方に広がる山岳の噴火による火山灰で形成

された月寒台地や野幌丘陵が展開しており、北東部は、長い間の海

進海退により古石狩湾が隆起してできた石狩低地帯が広がっいま

す。南西部山地と東南部丘陵地の間を北部低地へ流れる豊平川に

よって形成されている豊平川扇状地は、市街地が発達してきた中心

的な場所となっています。（図１－１）【図1-1】

日本海型気候で、夏季はさわやかで冬季は積雪寒冷を特徴と

しており、鮮明な四季の移り変わりが見られます。

春は晴天の日が多く街は新緑に包まれ、夏季はオホーツク海

高気圧の影響を受けて朝晩涼しく、梅雨前線による長雨もほとん

どない過ごしやすい日々が続きます。

秋はひと雨ごとに気温が低下し、雨量も多くなります。10月には

℃最低気温が０ 近くまで下がることもあり、10月下旬には初雪が降

ります。

12月から２月にかけての冬季は多量の降雪が見られ、最深積

雪は約１ｍで、ひと冬を通しての総降雪量は６ｍに達します。

（図１-２）【図1-2】

（ 2）　 気候

（ 図１－１ ）【 図1-1】

（ 図１－２ ）【 図1-2】

図１ -１ 札幌市の地形 ※　 生物多様性さっぽろビジョ ンより

図１ -２ 札幌の月別降水量・ 気温（ 1981～2010年の平均値）

※北海道の気候変化【 第２版】（ 2017年３ 月/札幌管区気象台）
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